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本研究は， 複数の小学校が存在する 中学校区内に， 英語教育分野での連携関係を構築す
る こ と ， 更にその連携関係を他分野へ と 応用する こ と ， そ して， その過程において， 各主
任相当 の ミ ドル リ ーダーに課せ られる役割を明 ら かにする こ と を 目 的 と してい る。 そのた
め， 県内の小中学校教員へのア ンケー ト調査の実施， 小中合同研修会で、の授業提案を き っ
かけ と した連携を模索する協議会を開催 した。 その過程において， コ ミ ュ ニケーシ ョ ン能
力 な ど， 必要 と される い く つかの資質が明 ら か と な っ た。
[キー ワ ー ド] 中判交区におけ る小中連携， 小判交外国語活動， 中ーギャ ッ プ， ミ ドル リ ーダ}の資質，
1 問題の所在 と 方法
( 1) 問題の所在及び研究の背景
今年度よ り ， 全国すべての公立小学校 5 ・ 6 年
生において， 週 1 時間の外国語活動が実施 されて
いる。 そのため， 来年度よ り 完全実施 と な る 中学
校学習指導要領外国語科の 目 標に， 新たに 「読む
こ と J ， r書 く こ と J が明示 さ れ， 小学校外国語活
動で育まれた一定の素地の上に， こ れ ら の 4 技能
をバラ ンス よ く 育成する こ と が求め られる こ と と
な っ た。 こ の こ と は， これま で以上に， 英語教育
分野での小中連携が重要 と な っ て き ている こ と を
意味 している。 一方で、， 文部科学省が行っ た 「平
成 2 1 年度公立小 ・ 中学校におけ る教育課程の編
成 ・ 実施状況調査 ( C 票) J に よれば， 英語教育
分野で， 小中連携に取 り 組んでいる 中学校区は，
全体の半数以下に過ぎない と の報告がな さ れてい
る。 小 ・ 中学校開の連続性のあ る英語教育は未だ
発展途上 に あ る 状況 と 言える。
更 に近年， 中学校進学に伴 う 学習量の増加や人
間 関係に適応でき ない生徒が増加傾向にあ る こ と
か ら 「 中 1 ギャ ッ プJ の存在が指摘されている。
その深刻な状況は， 小学 6 年生 と 中学 1 年生の不
登校児童生徒数の比較か ら も う かがい知 る こ と が
でき る。 「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問
題に関する調査J (文部科学省， 2010) によれば，
全国の小学 6 年生の不登校児童数は 7， 540 人であ
る のに対 し， 中学 1 年生の不登校生徒数は 22， 384
人 L 実に約 30 倍に増加する と 報告 さ れている。
こ の よ う な状況か ら， 教科指導面での連携だけで
な く ， 生徒指導面な ど よ り 広い視点立っ た小 ・ 中
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の連携関係の構築が求め られている と言える。
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図 1 . 学年別不登校見童生徒数
(2) 勤務校の現状
A 中学校 (以下， 本校) には， 主に市内 4 つの
小学校か ら児童が進学 して く る。 今年度 10 月 に行
っ た Q-U テス ト で， 第 3 学年 8 ク ラ ス 中 8 学級に
おいて， 学級生活満足群の出現率が 80出を超えた
こ と か ら も， 生徒が大変落ち着いた学校生活を送
っている と 言 え る 。
小中連携 と い う 視点で見る と ， 5 月 と 3 月 に新
入生に関する情報交換を主な 目 的 と した小中連絡
会が聞かれる こ と ， 1 1 月 に小中合同研修会が開か
れる こ と ， 年に 1 回程度不定期に 中学校教員が小
学校で、出前授業を行っ ている こ と な どが挙げ られ
る。 しか し， 中学校区が広範囲にわたっ てい る こ
と や， 中学校区内に棲数の小学校が存在 している
と い う 困難 さ も あ り ， 持断哉立っ た協同関係の確立
は， いま だ発展途上 と 言わざる を得ないのが現状
である。
(3)研究の目的
本研究の目的は， 大きく2つある。 第1は， A
中朝交ブロック内の4つの小学校との間に良好な
連携関係を構築することである。 そのための第 1
段階として， 小学校での外国語活動の必修化に伴
いニーズの増した英語教育分野での連携関係を構
築することを試みる。 第2段階として， その連携
関係を使って， 英語教育以外の分野での連携の可
能性を検討する。 第2は， そのような事業をミド
ルリーダーが主体となって推進する際に， どのよ
うな役割を担うべきかを明らかにすることである。
なお， ここで言う「ミドノレリーダーjとは， 淵上
他(2009)の定義を採用し， 主に教務主任， 学年主
任， 教科主任などの主任層をさす用語として用い
ることとする。
(3)研究の方法
先行研究から， 英語教育分野での小中連携のあ
り方， 連携コーディネーターを中心として， 3 年
計画という長期スパンで、の連携関係構築に取り組
んだ実践例， ミドルリーダーの資質や役割を検討
する。
実践事例として， 山形県内で小・中学校教師の
外国語活動及び英語教育に関する意識の違いを知
るためのアンケート調査の結果， 本校を会場に中
学校ブロック内の小中学校教員が一堂に会して行
われた「中学校ブロック小中合同研修会jでの授
業提案と合同協議会での学び， 本校の中学 1年生
を対象として行った「中一つまずきアンケートJ
の結果を紹介する。 そして， 様々な取り組みを実
践してし、く過程において， その推進役となるミド
ルリーダーに求められる役割について考察する。
2 先行研究の検討
( 1) 札幌市立宮の森中学校の実践事例
3 つの小学校が校区内にある中学校で， 中学校
英語科担当教員が推進役となって， 授業公開を中
心に， 小中連携関係の構築に取り組んだ実践事例
である (高谷他， 2011)0 2学期が中学校より小学
校で約1週間早く始まり， 逆に3学期が， 小学校
で遅く始まるという札幌市の特性を生かして， 夏
には，小学生が中学校に登校しての英語授業体験，
冬には， 関係小学校教員と保護者の希望者が中学
校英語の授業参観をすることから取り組みが始め
られた。 参加した教員の意見から， 2 年目には，
小学校外国語活動の紹介の場が設定され， 吏に 3
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年目には英語以外の授業公聞が行われるようにな
った。 年を重ねるごとに， 小中連携に対する意識
が深まっていったことが報告されている。 また，
次の表 1に示すような留意点も示されている。
表1 . 中学校側の留意点
子供の意見や小学校教師の感想や意見をまと
め今後に生かすこと
小学校外国語活動のねらい， 活動内容， 特徴
を十分におさえること
小学校の学級担任のきめ細やかな学級指導に
学ぶ姿勢が必要であること
英語指導の専門家としてお役に立てるという
謙虚な姿勢も重要であること
中学校区の複数の小学校すべてが参加できる
ような努力をすること
複数の小学校が存在する中学校区で， 授業公聞
を中心に， 小中連携関係の構築を推進しており，
本校の現状との共通点も多い。 また， 英語科担当
教員が推進役となってこの取り組みが進められて
いることにも注目したい。
(2)北海道教育大学附属釧路小・中学校の実践
平成16年度から3カ年計画で連携関係を構築し
た実践である(木塚他， 2008)。 釧路小・中学校で
は，各年次の目標を下記の表2のように設定した。
表2. 年度ごとの目標と主な活動
1年目(平成16年度)
「連携を進めようとする学校聞で， お互いの信頼関係を築く期
盟L
(主な活動〉
.連携コーディネータ}を決める。
-小学校・中学校の糊市による相互の授業参観
2年目(平成17年度)
「連携の内容や方向性を明確にし， 具体的な連携を部分的に試
金盃盟国L
(主な活動〉
.お互いのことを一緒に考える姿勢の形成
・共通する「育てたい子ども像」の明確化
.指導法における共通した取り組み
3年目(平成18年度)
「連携の基礎を確立し，料名的な連携の実りをあげ， 連携を軌
道に乗せる期間J
(主な活動〉
・学校全体での英語活動への取り組み
.リーダーテイ}チャーの育成
・中学校英語教師の協力
・カリキュラムの作成
各年度の到達点を明示 し， それ ら一つひ と つに
時間 をかけて じ っ く り と 実践 して い く こ と で，
小 ・ 中学校問の確固た る協同関係、を生み出すこ と
に成功 した事例 と いえる。 ま た， 行政や管理職主
導ではな く ， 連携コ ーディ ネータ ーを中心 と した
推進体制 を と っ た こ と で， 職員の小 ・ 中連携の必
要性に対する意識の差が小 さ く な り ， 円滑な取 り
組みが可能 と な っ た こ と に注 目 したい。
(3) ミ ドル リ ー ダーに求め られる資質について
挟tl上他 (2009) では， 学枕組織におけるス ク ール
リ ーダー (校長 と 教頭) と ミ ドル リ ーダー (教務
主任， 学年主任， 教科主任な どの主任層) に着 目
し， その 日 常活動の分析か ら ， 学校也織を活性化
さ せ る ために求め られる各 リ ーダーのあ り 方が示
さ れている。 そ こ で、は， ミ ドノレ リ ーダーには， 管
理職の考え方や方針を教職員に対 して周知徹底 さ
せる よ う な下への働き かけに加えて， 教職員聞 に
お け る意見の調整や管理職に対する積極的な働き
かけ も求め られている と している。 ま た， 中学校
の学年主任を対象 と した調査に よ っ て， 以下 3 つ
の リ ーダーシ ッ フ。に関わる行動次元を示 している。
表 3 . ミ ドル リ ーダーの行動次元
行動次元 具体的な仕事の例
方針伝達
①仕事志 向 モデ リ ン グの促進課題の提示行動 緊張醸成
達成要求
②人 間 志 向 配慮信頼蓄積行動 新米教師の育成
③ネ ッ ト ワ 学年確立
ー ク 志 向 他学年 と の連携
行動 現状打市皮
こ の表か ら， 他の学年 と の連携を踏ま えなが ら ，
学年の代表 と しての意見をま と め， よ り 良い学校
組織の運営のため に管理職に対 して積極的に働き
かける学年主任の実態が う かがわれる。 同時に
若手教員を育成する 中堅教員 と しての役割 も 見て
取れる。
こ の調査は， 学年主任の実態を分析 して得 ら れ
た調査であ る が， 筆者が今年度担当 している英語
科主任 と しての役割 も ほぼ同 じ と 考え られる。 特
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に英語教育分野で、の小中連携を推進する ためには
③ 「ネ ッ ト ワーク 志向行動」 が重要であろ う 。 英
語部会 と しての明確な方針を打ち出 し， 小学校 と
の連携を確立維持 してい く こ と ， そ して， そのた
めに新たや り 方を創造 し， 試みる こ と が求め られ
ている こ と がわかる。
3 実践と 結果 (明 らかにな っ た こ と )
小学校外国語活動の実態 と ， 中学校教員に意識
を 明 ら かに し， 英語教育分野での小中の接点を見
出すために， 平成 21 年 12 月 ， 本学の 山形市内連
携協力校， 及び， A 中学校区の小学校高学年担任
教師 と 中学校英語科担当教師， 合わせて 72 名 を対
象に 「英語教育における小中連携の可能性を探る
ためア ンケー ト調査j を行なっ た。 結果は以下の
通 り であ る。
表 4 . 小学校教員の回答
No 質問 回答 % 
① 今年度の外国 35 時間 72. 9 
語活動 の実施 30 時間 2. 1 
時数 25 時間 2. 1 
20 時間 22. 9 
② 時間の設定 毎週行 う 70. 8 
ま と めて 18. 8 
その他 10. 4 
③ 授業の主体者 学級担任 89. 6 
外国語担当教師 10. 4 
ALT 10. 4 
ゲ ス ト ア イ ー チ ャ 2. 1 
その他 6. 3 
④ 英語ノ ー ト 以 あ る 8. 3 
外に使 う 耕オ ない 91.  7 
⑤ ④の具体名 • TOSS フ ブ ッ シュ カ ー ド
- 五色英語カルタ
- 白 作耕オ
- イ ン タ ーネ ッ ト サイ ト 「主計交
英語ハ ピ ラ ボj の絵カ ー ド
⑥ 必修化に伴 う あ る 60. 4 
不安や負担 ない 37. 5 
⑦ 不安や負担の - 自 分 自 身の英語力 と 指導力。
内容 - 事前の準備時間 を確保でき
る か。
• ALT の石寵f呆ができ る か
. 45 分間の進め方
- 評価の行い方 と 記載の手間。
• 35 時間 き ちん と 行え る か
- 小学校への取 り 組み を 中学
校では ど う 受け止めている
かがわか ら ない。
- 中学校で英語に接 した時の
新鮮さ がな く な る
- 英語ノ ー ト の内容が少ない
③ 中 学校英語科 - 外国語活動 と 中学校英語の
糊市への期待 目 的の違いを理解 してほ し
し 10
- 小学校で授業を してほ しい。
• ALT を も っ と 派遣 してほ し
v \  
- 中学校の か ら 見て小学校で
どの よ う な こ と 行えばいい
か教えてほ しい。
- 小学校での指導を生か した
指導を してほ しい。
⑨ 連携の方策 - それぞれの 目 的が違 う こ と
を理解する場を設け る。
- 情報交換のための話 し合い
- お互いの授業参観
- 中学校教師が小学校で授業
をする。
- 中学校の教科書を小学校に
置 く 。
- 小中連携 したカ リ キュ ラ ム
の作成
- 中判交ま でに覚 えてほ しい
こ と の リ ス ト を作る。
- 中学校のカ リ キュ ラ ム を知
る こ と
- 教師同士の交流
- 中学校の教師 と の TT
表 5 . 中学校教員の回答
No 質問 回答 % 
① 小学校で英語 感 じ る 。
を 学ん だ こ と やや感 じる 54. 2 
に よ る 生徒の あま り 感 じない 41. 7 
変化 全 く 感 じない 。
② ￠の具体例 - あい さ つや簡単な言葉への
反応が よ く な っ た。
• ALT に気軽に話 しかけ ら れ
る。
- 英語に対する抵抗感がない ・
- 知っ ている単語が増えた。
- 話す こ と への意欲が高 く な
っ たが， 書 く こ と の意欲が
落ちた。
- 英語に苦手意識を持つ子が
増えた
③ 小英の研究会 あ る 33. 3 
への参加 ない 66. 3 
④ @の過去 3 年 l 回 50. 0 
聞での回数 2 回 37. 5 
3 回 。
⑤ 英語 ノ ー ト を あ る 66. 7 
見た経験 ない 33. 3 
⑥ 学 区 内 の小学 全校 に つ い て 知 っ 8. 3 
校竺塑導主主Lじ口、 る
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や内容の理解 1 部の学校を知っ て 25. 0 
い る
全 く 知 ら ない 66. 7 
⑦ 中 学校 区 内 で あ る 33. 3 
の話し合い ない 66. 7 
③ 今年度の⑥の 1 回 75. 0 
回数 2 回以上 。
その他 。
⑨ 小学校外国語 - ロ ーマ字学習の徹底
活動への期待 - 英語に親 しむ活動を してほ
しし 1
- 外国語を話すこ と を楽 しい
と 感 じ る活動を してほ しい
- 英語学習のき っ かけ作 り
- あい さ つや文化習慣の違い
に気付 く よ う な活動
- 外国語だけでな く 日 本語に
も力 を入れて ほ しい
- 普段無意識に使っ ている英
語に気付 く よ う な活動
- 教え込みすぎず， 気軽に取
り 組んでほ しい
- 英語その も の と それに よ っ
て 開 け る 世界に関心を持つ
てほ しい
す こ と
- アルフ ァ ベ ッ ト の習得
⑮ 連燐の方策 - 授業研究会への参加
• ALT の交流
- それぞれのね ら い を確認す
る
- 定期的な情報交換の場の設 l
定
- お互いの授業参観
- 使用 した単語 リ ス ト の作成
(2) ア ンケー ト 調査か ら 明 ら かになっ た こ と
小学校で、は， 学級担任の教師が主体と な り ， 主
に英語ノ ー ト を用いて， 外国語活動が進め られて
いる。 多 く の学校で， 毎週外国語活動が行われて
い る が， 準備や評価に不安を抱いている教師も多
い。 多 く の小学校教師が， 中学校の教師が， 外国
語活動の 目 標を理解 して く れる こ と や何 ら かの形
で、授業に関わっ て く れる こ と を望んで、いる。 中学
校で， 多 く の生徒に態度面での良い変化が見 られ
ている こ と は， 小学校での外国語活動の成果と い
える。 しかし， 自 校区の小学校の取 り 組みを十分
に理解 している 中学校教師は少ない。 多 く の教師
が， 外国語活動が 目 標 と する ， コ ミ ュ ニケー シ ョ
ンの楽 し さ を養っ て ほ しい と 望んでい る が， 一部，
早期英語教育を望む意見も見 られる。 共通点 と し
ては， 互いが， 授業参観や話 し合いの場を設け る
こ と な どに よ る 情報交換の重要性を感 じている こ
と が挙げ られる。
(3) 中学校ブロ ッ ク 小中合同研修会での授業提案
と 合同協議会
①合同研修会の概要
今年度 11 月 10 日 ， 本校を会場に， ブロ ッ ク 内
の 4 つの小学校の教職員 と ， 本校教職員が一堂に
会 しての合同研修会が開催された。 本校の 5 校時
に 当 た る 時間 に 9 教科， 道徳 ・ 特別活動の 2 領域
の授業提案 と 事後検討会， その後， 小中連携の方
策についての話 し合いが， それぞれの樹ヰ ・ 領域
部会に分かれて行われた。
②英語部会での授業提案 と 事後検討会での話 し合
し ゅミ ら
筆者が， 中学校 3 年生を対象に， 関係代名詞を
扱っ た教材を用いての授業を行っ た。 関係代名詞
の授業では と か く 教師の説明が多 く な り がちであ
る が， 説明は最小限に と どめ， 生徒が よ り 多 く 英
語を発する機会が増え る よ う 意図 し授業を提案 し
た。 これは， 音声中心に進め られてい る小学校の
授業を考慮 しての提案であ る。 ま た， 本校英語科
では， 教科書を使つ て の コ ミ ュ ニケーシ ョ ン活動
を意識 して授業 を行っ ている。 そのため， 絵やキ
ー ワ ー ドを使っ て (図 2 参照) ， 教科書か ら読み取
っ た内容 を発表する と い う 活動を提案 した。 更 に
は， 今年度の本校の学校研究テーマであ る 「関わ
り か ら， 深ま り へJ を受け， 他者の評価を取 り 入
れ， 生徒 自 身が発話内容の質を向上 さ せる こ と が
でき る 内容 と な る こ と を考慮 した。
図 2 . Lesson6 ス トー リ ーボー ド
③参観者か ら の感想
当 日 の参会者よ り 以下の よ う な感想を得た。
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表 6 . 参会者の感想
自 分がイ メ ージ していた， あ る いは， 自 分が
受 けて き た授業 と はずいぶん違っ ていた
中学校の授業は， 先生がメ イ ンの講義調の授
業か と 思っ ていたが， 生徒が活動 してい る 場
面が多 く 驚いた
先生の使 う 英語が速 く て， 自 分は聞き 取れな
かっ たが， 生徒はよ く 理解 していた よ う だっ
た
ベア ワ ー ク の際な ど， 隣同士で 自 然 と 教え あ
う 雰囲気が良かっ た
短時間でよ く あれだけの発表ができ る も のか
と 感心 した。 欲を言えば， 発表後の話 し合い
や， 2 度 目 の発表も見たかっ た
指導案の最後ま で終わ り き ら なかっ たのが残
念だっ た
話すこ と が 中心の授業だっ たが， 受験対策 と
しての書き方指導は行っ てい る のか
中学校の授業 と い う と ， 講義調の単調 な も の を
想像 している方が少なか らずいる こ と がわかる。
し か し， 音声中心の授業を提案する こ と に よ り ，
従来の英語の授業に対 しての悪いイ メ ージを払拭
する こ と ができ た こ と が感想か ら も わかる。
@:英語教育における小中の連携に関 して
感想に加えて， 次のよ う な質問が出 さ れた。
表 7 . 参会者か ら 出 さ れた質問事項
話すこ と が 中心の授業であ っ たが， 受験対策
な どの書く 指導は行わないのか。
な るべ く た く さ ん英語を言わせる よ う には し
ているが， 自 分のつたない発音で指導 してい
る が大丈夫れ
ロ ーマ字を中学年でやっ てい る が， 徹底 し き
れないが， 大丈夫か。
小学校外国語活動に望む も のは何か。
小学校での学びを踏ま え， 単語 レベルでの書き
文字指導か ら ， 文法規則に則っ た体系的な ラ イ テ
イ ング指導を 中学校で、は行っ ていかなければな ら
ない。 そ して毎回ではないが， 場面に応 じて書 く
指導を行っている こ と を伝えた。 また， 小学校で
は， 学習指導要領に示 されている よ う に， コ ミ ュ
ニケー シ ョ ンを図ろ う と する態度を育成 し， 書 く
こ と は二の次に して， でき る だけた く さ んの英語
を使 う こ と ができ る よ う に しておいてほ しい と い
う こ と ， そ して， それ ら の学びを洗練 し， 適宜修
正 してい く こ と が， 中学校英語教員の役割であ る
と い う こ と を確認 した。 こ の会を通 じて， 互いの
目 標や願いを共通理解でき た こ と の意義は大きい
と 考える。 そ して何よ り も ， 小中学校の教員が互
いに顔を見合わせて， お互いの英語教育の現状を
語る こ と ができ た こ と の意義は大き い。 1 月 中旬
以降にブロ ッ ク 内の複数の小学校か ら， 交流授業
の要請が あ っ た こ と も， こ の合同研修会の大き な
成果 と 言 え る。
⑤他の部会の話 し合い記録か ら
次のよ う な点が， 多 く の部会で共通に話題 と な
っ た。
表 8 . 部会に共通 した話題
- 鉛筆を正 し く 持てない生徒が多い。
・ ノ ー ト の取 り 方， ま と め方に， 個人差がみ られ
る0
. 宇の書き 方が正 し く ない0
. 家庭学習時間が少ない。
- 自 分の考えを理由 も付け加えて丁寧に話すこ と
ができ ない。
. 0 日 後までに， ワ ー ク を0ページまで進めて提
出する と い っ た長い期 間 を か け る 課題への対
応が難 しい生徒が増えて き た。
中学生の姿か ら， 小学校段階で徹底 さ せるべき
こ と も見えてき た こ と が分かる。 中学校での生活
を見越 して， 何を どの段階ま でに身につけ させる
か と い っ た見通 しを も っ た指導計画が必要 と な る。
(4) 英語教科部会の定例化
本校の時間割に は， 学年会， 指導部会， 教科部
会が組み込まれている が， 運用上の理 由 か ら ， 指
導部会 と 教科部会は隔週での開催と なっ ているo
今年度英語科では， 従来までの少人数集団学習か
ら TT 指導へと ， 指導形態を転換 し， 今ま で以上に
教師間の協同が必要であ る こ と ， また， 英語教育
分野での小中連携体制を整え る ため には， 校内体
制 の整備 も 必要であ る こ と を考え， 英語部会員 8
名 の了解の下， 教科部会を隔週 か ら 毎週開催へと
変更 した。 メ ンバーの反対も 予想 さ れたが， 部会
を持つ 目 的 と 期待 される効果を話すこ と で了承を
得た。 英語教科部会の定例化に よ り ， メ ンバーか
209 
ら は， r部会内での共通理解が促進 さ れたJ ， rお互
いの情報交換が今ま で以上に円滑に行え る よ う に
な っ たJ � V \っ た感想が寄せ られた。 英言酷日会 と
しての集団のま と ま り が増 し， 今ま で以上に英語
教師聞の協同関係が確立 さ れた。
(5) r中一つまずき ア ンケー ト 」 の実施 と 分析
本校 1 年生を対象 と して次の よ う なア ンケー ト
調査を実施 した。
① 目 的
本校の I 年生は， 中学校生活の どの よ う な点に
慣れる こ と に困難を感 じている かを探 り ， 今後の
オ リ エ ンテーシ ョ ン機能の充実や， 小学校で、の指
導に役立て る。
② 方法
本校 1 年生 194 名 を対象に質問紙方式での調査
を行っ た。 質問紙は， r慣れる のが大変だ、っ た こ と 」
を選択， 自 由記述の 2 通 り の方法で記入させた。
中学校生活で慣れるのが大変売 っ た 7 F N=194 
��� l-… … 
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図 3 中学校 で慣れるのが大変だ っ た こ と
③明 ら かになっ た こ と
60出以上の生徒が， 学習用具の増加や， 部活動
に使 う 荷物が加わ る こ と に よ る 肉体的な疲労感の
増加に悩んだ (でいる) こ と がわかる。 中学校に
なっ ての大き な転換 と 思われた教科担任制に対 し
て困 り 感を抱 く 生徒は少ない。 自 由記述欄の記載
で、特に多かったのは， r人間関係への適応J で、あっ
た。 新 し く 同 じ学級 ・ 学年にな っ た生徒 と の人間
関係構築のみな らず， r部活動におけ る縦のつなが
り に も 困難を感 じた」 と い う 生徒 も 多かっ た。
4 考察
( 1) 英語教育分野での連携に関 して
①情報交換か ら交流の段階への移行
小学校か ら の 交流授業の要請が あ っ た よ う
に， 連携の段階は， 情報交換か ら交流の段階に移
行 している。 こ の段階においては， 普段の小学校
での活動に加えて， 中学校の授業を垣間見 られる
よ う なプ ラ ンの策定が望まれる (高谷他， 2012) 。
担当者間での打ち合わせや， 小学校の外国語活動
の参観を踏ま えた上で， 実践に取 り 組む必要があ
る と 考え る。 小学校での音声中心の学習の ゴーノレ
の一つをブ ロ ッ ク研究会で提案する こ と がで き た
と 考 え られる ので， 今後校区内の よ り 多 く の小学
校 と 連携関係を築いてい く こ と も必要である。
(2) 他の分野での連携に関 して
料交では， 表 9 に示 した よ う なCan-Do リ ス ト 「中
学校入学に向けてJ と い う プ リ ン ト を小学 6 年生
に配布 し， 橋渡 し指導の補助 と している。
表 9 . r こ んな こ と をで き る よ う にな っ て お こ う j
学習面
0話を き ちん と した姿勢で聞 く こ と ができ る。
O忘れ物 を しない
0 ノ ー ト を き ちん と と る こ と ができ る
0宿題を家でき ち ん と やっ て提出す る こ と が で
き る
生活面
O 大 き な声であい さ つや返事をする こ と がで き
る
O話を 目 と 耳で聞 く こ と ができ る
0 自 分の こ と を 自 分でする こ と ができ る
0 自 分の も のの整理整頓をする こ と ができ る
O早寝早起き をする こ と ができ る
0時間 を守る こ と ができ る
0給食を残さ ず時間で完食する こ と ができ る
0一生懸命に清掃をする こ と ができ る
こ の内容に， 表 8 で出 された内容を加えて次の
よ う に修正する こ と が良い と 考える。
表 1 O . こ んな こ と がで き る よ う にな っ て お こ う
(修正版)
{学習面]
口鉛筆を正 し く 持 っ て書 く こ と ができ る
口各授業の持ち物 を き ち ん と そ ろ え る こ と ができ
る
口分かっ た こ と を 自 分の言葉で説明する こ と がで
き る
口分かっ た こ と を 自 分でノ ー ト にま と め る こ と が
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でき る
口宿題を期 日 ま でにき ちん と 提出する こ と ができ
る
[生活面]
口大き な声で、あい さ つや返事をする こ と ができ る
口 自 分の も のの整理整頓をする こ と ができ る
口早寝早起き をする こ と ができ る
口時間を守る こ と ができ る
口給食を残 さ ず 20 分で完食する こ と ができ る
口一生懸命に清掃をする こ と ができ る
鉛筆を正 し く 持てない中学校生徒は， 学習が長
続き しない傾向にある。 必要以上に手に負担がか
か り ， 疲れやす く なる こ と が， その原因 と 考え ら
れる。 そのため， 鉛筆の正 しい持ち方を覚え る こ
と は， 小学校低学年の う ちか ら継続的に指導する
こ と が望ま しい と 考える。 ま た， 自 分の言葉で話
すこ と は， 各発達段階において， 説明の長短の違
い こ そ あれ， 品目L続的に指導でき る項 目 であ る と 考
える。 逆に， 一定期間内 に 自 立的に課題に と り 組
み， 期 日 ま でに提出する こ と は， 高学年になっ た
ら指導 し始め る のが妥当 であ ろ う 。 自 分な り に分
かっ た こ と を ノ ー ト にま め る こ と は， かな り の訓
練を要する ため， 小学校高学年か ら 本格的に取 り
組み始め， 中学校でも細腕的に指導 し， 中学 2 年
生の後期 く らいで、身につけ さ せ， 中学 3 年の受験
期 に備え る のが よ い と 考え られる。
(3) 中 1 ギャ ッ フ。に関 して
前述 したア ンケー ト の結果か ら判断する と ， 現
在本校には喫緊に対策が必要なギャ ッ フ。は存在 し
ていない と 考える。 む しろ， 小中間にある程度の
違いが存在する こ と で， 中学生 と なっ た 自 覚が醸
成 さ れている と 考え られる。 そ う いっ た意味で，
「ギャ ッ フ。を埋め る 」 と い う よ り は， ["ギャ ッ プを
上手に越える ための支援策を用意する 」 こ と が本
校には合っている と 考える。 そ う い う 視点で考え
る と ， 学習用具に関 して行われてい る ， [" ロ ッ カ ー
において も よ い も の リ ス ト J の掲示や， 学習委員
会が帰 り の会で行っている 「 メ モ点検J と いっ た
活動も有効な支援策の 1 つであ る。 ま た， 部活動
決定に関 しては， 体験入部期間 を設けた り ， 全て
の部活動の費用や活動時間 と 場所を記 した事前指
導用 プ リ ン ト を生徒指導部で作成 した り している
現行の手立ては有効であ る。 こ の よ う に， 事前の
オ リ エ ンテ}シ ョ ン機能を充実 させる こ と が， ギ
ヤ ツ フ。を う ま く 乗 り 越える 際の有効な手立て と な
る と 考え られる。
(4) 小中連携関係構築のた め の ミ ドル リ ー ダーの
役割について
①小中連携の意義
小中間の連携には課題が多い。 まず， 今ま で
特 に連携を し な く て も 互いが学校生活を送っ
て き ている ため， 教員の必要感が乏 しい。 ま た，
新た な活動の た め の 時間 と 空間 を 生み出すた
め に は何かを削 る な どの工夫が必要である。 し
か し， 良好な協働関係を構築でき た暁には， か
な り のメ リ ッ ト が生まれる と 考える。 まず， 英
語教育分野においては， 小学校である程度の量
の音声に関す る 知識 を も っ てい る 児童が入学
する こ と のメ リ ッ ト は大 き い。 英語圏の子 ど も
が あ る 程度の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力 を備え
て上で， 小朝交相 当 の学校で体系的な国語指導
を受 け ら れ る と い う ネイ テ ィ ブス ピー カ ー の
発達に近い言語環境が 中 学校に整 う こ と が期
待でき る か ら であ る。 そのため， 小学校での学
びの状況を知 る こ と の意義は大変大 き い と 考
え る。 ま た， 生活習慣の指導に連続性を も たせ
る こ と で， よ り 確実な定着が期待でき ， 生徒指
導面での安定も期待でき る であ ろ う 。
②連携関係構築で ミ ドノレ リ ーダーに求め られる
こ と
小中連携関係の構築には， 多 く の人の協力が
必要であ る こ と は言 う ま で も ない。 そのため第
1 に) I人 と 人 と をつな ぐ力」 が求め られる。 普
段 か ら の 同僚 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を通 じ
ての人間関係作 り ， 管理職 と の意思疎通を円滑
に してお く こ と が必要であ る。 ま た， 現状にお
いては) I新た な手間 を増や して ま で， 連携を
する必要はなし リ と し づ 考 え方 も あ る。 そのた
め) I現状を正 し く 分析 し， 有効な手立 て を発
想 し， それに よ っ て どれほ どのメ リ ッ ト が得 ら
れる かについて適切に説明する力」 が求め られ
る。 将来への明 る い展望を持つこ と が， 職場の
そ チベーシ ョ ン を上げる こ と の一助 と な る と
考える。
5 到達点 と 課題
( 1) 到達点
英語教育分野においては， 良好な協同関係が形
成 さ れつつある。 今後行われる ， 出前授業への取
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り 組みな どを通 じて， 更に緊密な情報交換体制の
構築を進めていき たい。 ま た， 本校におけ る 中 1
ギャ ッ ブ9の実態 も 明 らかにする こ と ができ た。 ギ
ャ ッ フ。に立ち向かわせ， 生徒がそれ ら を上手に越
え る こ と ができ る よ う な指導を高!主続 してい く 。
(2) 課題
英語教育分野以外に も っ と 連携を広げる こ と
が視彊である。 そのため， 連携コ ーデ、ィ ネータ ー
を校内組織に位置づけ る こ と が必要であ り ， 現状
では， 英語科主任の業務内に小中連携を加える こ
と が適当であ る と 考える。 現在， 英語教育に関わ
る こ と が， 小中連携の接点 と な っ てい る か ら で、あ
る。 今後は， 小学校 と の連絡の窓 口 と なっ てい る
教務主任や管理職の指導も仰ぎなが ら取 り 組みを
すすめていき たい。
引 用 ・ 参考文献
淵上克議 ・ 佐藤博志 ・ 北神正行 ・ 熊谷慎之輔編著 :
『ス ク ーノレ リ ー ダーの原点一 学校組織を活か
す教師の力 一�) 金子書房) 2009 
兼重昇 ・ 直山木綿子 : �小学校 新学習指導要領の
展開 外国語活動編�) 明治図書) 2009 
木塚雅貴編著 : �小 ・ 中連携を 「英語J で始め よ う !
一 「小学校英語」 必修化に向 けて-�) ( 日 ;料票
準ブ ッ ク レ ッ ト ) 日 ;材票準) 2008 
松川櫨子 ・ 大下邦幸編著 : �小学校英語と 中学校英
語を結ぶ一英語教育にお け る小中連携-�) 高
陵社書庖) 2007 
文部科学省 : �中学校学習指導要領解説 外国語
編I�) ぎ ょ う せい) 2008 
高谷隆一 ・ 直山木綿子 ・ 卯城祐司 ・ 石塚博規 ・ 中
村香恵子 ・ 中村典生編著 : �小中連携 Q&A と
実践一 小学校外国語活動 と 中学校英語をつ な
ぐ 40 の ヒ ン ト 1 開隆堂) 2012 
